
ティモールフェスタ
祝！独立20周年

東
[ ]

2022 5.18 Wed  
19：00～20：00

駐在員オンライントーク
「農業用水改善事業の今」

プレイベント



祝！独立20周年

東ティモールフェスタ プレイベント

［ご注意事項］

⚫トーク終了後、見逃し配信を予定しております。そのためこのセッションを

録画いたしますので、ご了承ください。

⚫質疑応答以外は、マイクはミュートに設定をお願いします。

⚫配信画面の録画・スクリーンショット、録音はお控えください。
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おわりに（関連イベント等のお知らせ）
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CAREのはじまり

1945年、
戦後のヨーロッパを支援するために、
アメリカの22の団体が協力して緊急

支援物資「CAREパッケージ」を
送ったのがCAREの始まりです。



戦後の日本にも届いた「CAREパッケージ（ケア物資）」

横浜のCARE事務所から全国の被災地に郵便小包として各地に送られ、郵便局の窓口
にて引き渡された。
1948年から8年間、1,000万人の日本人がCAREの支援物資を受け取った。



ケア・インターナショナル・ジャパン設立

1987年5月
今度は日本が世界で苦しむ人々の助けになろうと、「ケア・ジャパン」が発足、ケ
ア・インターナショナルのメンバーに加入。今年で35周年！



国際協力NGO「ケア・インターナショナル」

14のメンバー国の“連盟”
CAREは世界100ヶ国で活動



「女性と女子」にフォーカス

ケア・インターナショナル ジャパンは、

「女性と女子」の自立支援を通じて、貧困のない社会を目指して

います。

貧困をなくすためには、女性と女子を含む
すべての人々が平等な権利や機会を得る必要があるからです。
男性の参画も必要との考えのもと、男性も巻き込みつつ、ジェンダー平等に
取り組んでいます。 10



ケア・インターナショナル ジャパンのプロジェクト

③タイ
理数系教育を通じたリーダーシップ育成事業

①東ティモール
学習教材「ラファエック」を通じた自立支援事業

②東ティモール
農業用水改善事業

緊急支援事業

開発支援事業

④グローバル
ウクライナ危機緊急支援事業
アフガニスタン緊急支援事業
新型コロナウイルス感染症緊急支援事業



【アジアで一番若い国】
独立紛争後、2002年に独立
人口134万人
その約37％が14歳以下の子どもたち

【貧困】
貧困ライン（＄1.9/日）以下：30.7％（人口）

【ジェンダー】
識字率、所得、高等教育（中学以上）修了率
全て男性の数値が高い

ジェンダーに基づく暴力の問題が深刻
（パートナーからの暴力経験58.8％）

東ティモール民主共和国
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空港近くのラウンドアバウト
ニコラウ・ロバト大統領像

独立20週年を迎えた東ティモールの様子



1．事業対象地域と事業概要

【事業対象地域】

アッサベ郡

エルメラ県

【事業概要】

・事業目的 エルメラ県アッサベ郡において、年間を通して安定的な農業
活動が実現する

・事業期間 約3年 (2020年11月～）

・主な支援者 外務省、支援組織、個人



2．事業の背景【課題】

(1)乾季の農業用水不足及び女性の農業生産性の低さ
・天水に頼った農業（乾季の雨量が少ない、農業用水設備が整っていない）
・事業対象地の生産性の男女差（３１％）

(2) 意思決定の場からの女性の排除
・農作業、家畜の世話、市場での農産物の売買等、女性は生計を支える重要な役割
を担っているが、家庭内や村落内での意思決定の場への参加が不十分。



3．課題(1)の解決に向けた活動と成果１

共同農地に、貯水タンク及
び点滴灌漑設備を整備

活動：農業用水設備の整備 活動：乾季の取水及び

土壌管理研修

取水管理と、土壌菌の発生
等を防ぐ研修の実施

成果１

農業活動に不可欠な水が得られるようになり、栽培面積が広がるとともに、
対象農民グループの女性メンバーの水汲みの負担が軽減する。

活動：点滴灌漑設備の設置

蛇口を捻るだけで全農地に
配水可能なシステム
（性差に関わらず農業活動
に関われる）



4．課題(2)の解決に向けた活動と成果２

活動：維持管理委員会の設置と研修

農業用水設備の維持管理を行う能力
強化（各種研修、計画策定）

活動：女性メンバーのリーダーシップの醸成

クオータ制、ジェンダー分析ワークショップ、
ジェンダー分析結果の維持管理規定への反映、
パブリックスピーキング研修

成果２

整備された農業用水設備を維持管理できるように、コミュニティ
と女性メンバーを含む農民の能力が強化される



農民グループ男女比
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12集落におけるメンバー世帯の割合

人口 世帯
農民

グループ
メンバー

農民グループメ
ンバーの集落の
世帯数に占める

割合

4178 870 251 29%



活動の流れ

住民

説明会

住民参加

型ワーク

ショップ

ジェン

ダー分析

ワーク

ショップ

住民によ

る給水設

備建設

農業研修

設備管理委員

会定期会合
修繕費の集金

と管理研修

パブリック

スピーキング

研修

給水設備

維持管理

研修



住民参加型ワークショップ



住民による給水設備建設



農業用水用貯水タンク

5集落に水源から水を引き、タンクに貯める設備を建設



農業研修



点滴灌漑設備



ジェンダー分析ワークショップ



修繕費の集金と管理研修



野菜栽培



野菜の販売
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おわりに その１

本日は貴重なお時間をいただきまして、
誠にありがとうございました。

■アンケートにご協力ください
（30秒～1分程度）
※本アンケートはCARE固有のもので、
フェスタ全体のアンケートではありません

■CAREのSNSを是非フォローしてください！

ケア・インターナショナル
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おわりに その２


